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研究実績の概要  

本 研 究 で は ， 健 康 福 祉 学 部 の ４ 学 科 ， す な わ ち ， 看 護 学 科 ， 理 学 療 法 学 科 ， 作 業 療 法 学

科 ， 放 射 線 学 科 そ れ ぞ れ が 、 医 療 職 教 育 で の 実 践 能 力 を 適 切 ,客 観 的 に 評 価 し ， 教 育 の 成

果 を 高 め よ う と 取 り 組 ん で い る 臨 床 能 力 試験 を 通 して 、 イ ンタ ー ン シッ プ へ の配 置 が

適切に行えることを目的とした。その基盤として実践的なモデル患者を導入し、 学

生の学内における実技試験で評価精度を高めることを主に研究を実施した。それ ぞ

れの学科の研究担当者が、各学科教員の多くの協力を得て、さらにモデル患者の 協

力の下、各学科での学生のアンケートなどの評価から認められるように高い評価 を

得 て 、 試 験 を 実 施 す る こ と が で き た 。 こ の 試 験 結 果 を 直 ち に 臨 床 ･臨 地 実 習 の プ レ

ー ス メ ン ト に 反 映 す る こ と は 困 難 で あ っ た が 、 学 生 は 臨 床 ･臨 地 の 場 で 、 こ の よ う

な経験が無いままに学習を進めるより心理的圧迫が軽減されたものと考えられた 。

し か し な が ら 、 学 生 の 臨 床 ･臨 地 実 習 の 成 績 に こ の 取 り 組 み が 有 効 な 成 果 を 示 し た

かについては不明である。  

さらに、この取り組みでは各学科の教員が能力試験の実施にあたり、相互理解 を

深めルことができ、また、学生の学習での問題点を学科全体として理解すること に

有益であった。  

この研究により、臨床実習の練習環境、そして、臨床能力試験の進め方、また 、

その試験のシナリオを行ったが、今後それらの向上を図ることで、研究実績を有 効

に活用できるものと考えられる。  
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報告書「インターンシップ 

プレースメントに当たって能

力資質向上の取り組みとその

評価の方法についての研究」 
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